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第１章 はじめに 

（１）策定背景 

令和 3（ 2021）年に策定された「丸亀市観光戦略プラン」は、新型コロナウイルス感染症

の長期化により、観光需要が著しく減少し、地域の観光事業者や関係団体にとって極めて厳

しい状況下での策定となりました。 

このような困難な環境の中にあっても、感染拡大防止を前提としつつ、将来を見据えた観

光地域づくりの基盤整備を目的に、観光資源の磨き上げ、情報発信の強化、観光経営体制の

整備などに取り組んできました。 

令和 5（ 2023）年以降、国内外における観光需要は徐々に回復傾向を示しており、交流・

宿泊・体験を通じた地域経済の再活性化が進んでいます。さらに、瀬戸内国際芸術祭の開催

エリアの拡大や、隣接する宇多津町に所在する中四国最大規模の四国水族館への来訪者増

加により、瀬戸内エリア全体への注目度も高まっています。 

また、丸亀市は令和 5 2023）年および令和 7 2025）年に「世界の持続可能な観光地

TOP100」に選出されるなど、地域資源を守りながら観光を推進する取り組みが国内外から

高く評価されています。これらの評価は、観光を通じて地域が長期的に潤う仕組みを構築す

ることの重要性を示しており、今後は「持続可能な観光」の理念を市全体で共有し、具体的

な実践へとつなげていくことが求められます。 

こうした状況を踏まえ、前回策定した計画の成果と課題を整理したうえで、新たに「第 2

次丸亀市観光戦略プラン」 以下「本プラン」）を策定するものです。 

本プランでは、令和 8年度から令和 12年度までの 5年間を計画期間とし、観光を通じた

地域の持続的発展と観光地経営の高度化を目指します。 

 

 

（２）目的と趣旨 

本プランは、第 3次丸亀市総合計画に掲げる基本方針「活力みなぎるまち」の実現に寄

与するものとして、観光を通じた地域のにぎわい創出と交流の拡大を図ります。 

観光を“まちの経営”（の一部として捉え、歴史・文化・自然・産業など多様な地域資源を

活かした体験や交流を促進することで、住む人・訪れる人・働く人がともに豊かさを享受

できる、持続可能な観光地域づくりを推進します。 

この取り組みは、経済的な活性化にとどまらず、郷土への愛着や共感を育み、観光を通

じて地域社会のつながりを深め、次世代への継承を図ることを目的とします。  
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（３）プランの位置づけ 

本プランは、「第 3次丸亀市総合計画」および「第 3次丸亀市産業振興計画」の下位計

画として位置づけ、本市の観光協会が策定する「DMO形成・確立計画」との整合を図りな

がら、行政・民間・地域が連携し、観光地域づくりに向けた体制整備と基盤形成を推進し

ます。 

あわせて、国の「観光立国推進基本計画」や「持続可能な観光先進国に向けたアクショ

ンプラン」、香川県の「にぎわい 100 計画」および「香川せとうちアート観光圏整備計

画」など、上位および関連計画との整合性を確保しつつ、本市の地域特性を最大限に活か

した観光施策を展開します。 

さらに、「日本版持続可能な観光ガイドライン JSTS-D）」の理念を踏まえ、経済・社会

文化・環境の三側面において調和のとれた観光地域経営への移行を見据えた基盤づくりを

進め、持続可能な観光の実現を目指します。 

 

計画関連図 

 

 

  

第２次丸亀市観光戦略プラン 

令和８年度～12 年度 

第 3次丸亀市総合計画 

令和８年度～17 年度 

第 3次丸亀市産業振興計画 

令和５年度～９年度 

・にぎわい 100 計画 

・香川せとうちアート観光圏整

備計画  等 

・観光立国推進基本計画 

・持続可能な観光先進国に向け

たアクションプラン 等 

国 

県 

日本版DMO形成・確立計画 

(一般財団法人丸亀市観光協会) 



 

3 

 

（４）計画期間 

本プランの計画期間は、令和８年度 2026年）から令和 12年度 2030 年）までの５

年間とします。 

 この期間中は、定期的に進捗状況を点検し、社会情勢の変化や観光需要の動向に応じて

内容を柔軟に見直しながら、効果的な戦略運用を行います。 

（５）本プランの策定にあたり 

本プランの策定にあたっては、その実効性を高めるため、各種統計データの分析をはじ

め、来訪者調査、市内在住外国人を対象としたインバウンドを想定したモニターツアーの

開催、観光関連事業者への実態調査などを実施しました。 

これらの調査結果を踏まえ、地域の課題を整理し、持続可能な観光地域づくりに向けた

戦略の策定を行いました。 

 

 

 

 

 

 

  

各種統計 

調査 

インバウンド

調査 
来訪者調査 事業所調査 

第２次丸亀市観光戦略プランに反映 
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【JSTS-D関連図】 

 

観光コンテンツ 社会・経済・ 統・文化 

観光コンテンツ 環境・ 和・連携 

旅行者 

学び・生活様式 

住民 

↓ 

↓ 

▶ 

第２章 現状と課題 

（１）世界と日本の観光潮流 

新型コロナウイルス感染症の拡大を経て、世界の観光は量的拡大から質的価値を重視する方向へ

と大きく転換しています。国連世界観光機関 UNWTO）は、地域社会・環境・経済の調和を図る「持

続可能な観光 サステナブルツーリズム）」を重点課題に掲げ、各国においては環境負荷の軽減や地

域住民との共生を重視した観光地経営が進められています。また、自然・文化・体験を組み合わせ

た「アドベンチャーツーリズム」など、体験価値を重視する観光スタイルが世界的に広がり、観光

が人々の学びや地域理解を促す活動へと変化しています。 

日本においても、「観光立国推進基本計画」や「持続可能な観光先進国に向けたアクションプラ

ン」を通じて、観光を成長と分配の好循環を生み出す柱として位置づけています。 

観光庁が推進する「日本版持続可能な観光ガイドライン JSTS-D）」では、地域資源の保全と観

光による地域経済の自立の両立を目指し、観光とまちづくりの一体的な推進が求められています。 

一方で、国内外で観光需要が回復する中、訪問者数の増加に伴い交通や公共空間の混雑が

生じ、地域生活に影響を及ぼす事例も見られています。こうした状況は、観光による経済効

果を高めると同時に、来訪者と地域住民がともに心地よく過ごせる環境を維持する視点の

重要性を示しています。 

これらの世界的・国内的な動向は、丸亀市が掲げる「参加と共感の観光」の理念と方向性

を同じくするものであり、今後は丸亀城を中心とした歴史文化、瀬戸内の自然、 統産業や

食文化など、地域固有の資源を活かし、体験や交流を通じて人と人、地域と地域をつなぐ観

光の推進が求められます。 

丸亀市においても、こうした潮流を的確に捉え、持続可能で魅力ある観光都市としての成

長を目指していきます。 

＊イメージ 
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（２）日本の観光市場の動向 

①国内旅行者数の推移および国内旅行における観光消費額 

日本人の国内旅行は、新型コロナウイルス感染拡大により令和 2 2020）年に大きく減

少しましたが、その後、移動制限の緩和が進む中で回復が見られ、旅行者数・観光消費額

ともに令和元 2019）年の水準に近づきつつあります。宿泊や飲食、交通費などの旅行に

伴う支出も増加傾向にあることから、国内旅行者数と観光消費は引き続き緩やかな回復が

見込まれます。 

また国は「観光立国推進基本計画」において、観光を地域経済の成長を支える柱として

位置づけており、日本各地の交流を広げる施策が進められています。 

 

■国内旅行者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国内旅行における観光消費額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁 

 

資料：観光庁 
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 ② 訪日外国人旅行者数推移および観光消費額推移 

訪日外国人旅行者数は、新型コロナウイルス感染拡大により令和 2 2020）年に大き

く減少しましたが、その後の水際対策緩和により急速に回復しました。日本政府観光局

 JNTO）によれば、令和 5 2023）年は約 2,506 万人、令和 6 2024）年には約 3,687

万人となり過去最高を更新しています。また、観光消費額も令和 6 2024）年には約

8.1 兆円と、訪日客の増加とともに拡大していることから、訪日需要の回復は今後も継

続すると見込まれます。 

また、国は「明日の日本を支える観光ビジョン」において、令和 12 2030）年に訪

日外国人旅行者数 6,000 万人、訪日外国人旅行者による観光消費額 15兆円を目指す方

針を示しています。 

  

■訪日外国人旅行者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■訪日外国人旅行者の消費額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光局 訪日外客数） 

 

資料：観光庁 
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③ 訪日外国人旅行者内訳  

令和６ 2024）年における訪日外国人旅行者の国別の内訳を見ると、韓国、中国、台

湾、米国の順で多く、特に東アジア地域 韓国、中国、台湾、香港）からの旅行者が約

7割を占めており、訪日観光の中心的な市場となっています。 

 

■訪日外国人内訳 令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）香川県の観光動向 

 ① 観光入込客数推移 

香川県の観光入込客数は、 成 31 2019）年に約 968 万人とピークを迎えましたが、

新型コロナウイルス感染症の拡大により大きく減少しました。その後、令和 4（ 2022）年

以降は回復が進み、令和 6 2024）年には約 926万人まで回復しています。 

 

■観光入込客数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：香川県観光客動態調査報告 

 

資料：観光局 訪日外客数） 
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② 外国人宿泊者数内訳 

外国人宿泊者数は円安の進行や高松空港における国際線の新規就航・増便などの影響により

増加傾向にあります。 

特に東アジア地域 台湾、韓国、香港、中国）が主要なインバウンド市場となっています。 

 

■居住国別宿泊者数 令和６年） 

   

資料：RESAS 
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（４）丸亀市の観光の現状 

 ① 観光入込客数の推移 

丸亀市の観光入込客数は、新型コロナウイルス感染症の拡大により大きな影響を受

け、著しく減少しました。しかし現在では、感染拡大前の水準へと回復傾向にあり、日

本国内における外国人旅行者数の増加を背景に、今後さらなる観光入込客数の増加が期

待されます。 

 

■観光入込客数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 主要観光地入込客数 近隣地域別） 

丸亀市は、県内の周辺観光地域と比べると入込客数が多くなっています。 

 

■観光入込客数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：香川県観光客動態調査 

 

資料：丸亀市統計書 
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③ 外国人来訪者数［令和６年度］ 

外国人観光客の来訪は台湾を中心に、中国、香港、韓国など東アジア地域からの来訪

が多く見られます。 

 

■居住国別外国人来訪者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：丸亀市観光動向調査 
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地方 都道府県 1 地方 都道府県

北海道 北海道 0.3 0.3 三重県 0.3     

青森県 0.0     滋賀県 0.3     

岩手県 0.0     京都府 3.3     

宮城県 0.6     大阪府 9.3     

秋田県 0.0     兵庫県 7.5     

山形県 0.0     奈良県 2.4     

福島県 0.3     和歌山県 0.6     

茨城県 0.9     鳥取県 0.6

栃木県 0.6     島根県 0.6

群馬県 0.6     岡山県 8.1

埼玉県 2.7     広島県 4.8

千葉県 1.5     山口県 1.2

東京都 5.1     徳島県 4.8

神奈川県 3.9     香川県 11.7

新潟県 0.3 愛媛県 8.1

富山県 0.6 高知県 5.1

石川県 0.0 福岡県 2.7

福井県 0.0 佐賀県 0.0

山梨県 0.3 長崎県 0.0

長野県 0.0 熊本県 0.0

岐阜県 0.3 大分県 0.0

静岡県 1.2 宮崎県 0.3

愛知県 3.3 鹿児島県 0.9

沖縄県 0.3

計

1.2

3.6

100.0

九州
・沖縄

4.2

海外

不明・無回答

割合（％） 割合（％）

中国 15.3

中部

近畿 23.7
0.9東北

関東 15.3

四国 29.6

6.0

（５）各種調査から見る観光傾向 

 ① 定点調査 市内観光スポット） 

項目 内容 

調査対象者 市内の観光地に訪れた旅行客 

調査方法 調査員による聞き取り調査及び QRチラシ・スタンド設置調査 

調査地点 万象園 うちわミュージアム、丸亀市観光案内所、NEWレオマワールド、丸亀城） 

調査日 令和７年 8月９日～９月 14日 ※各地点、土・日１日ずつ） 

有効回収数 334 件 

 

【来訪者居住地】 

丸亀市への来訪者は「香川県」が 11.7％と最も多く、次いで「大阪府」が 9.3％、「岡

山県」「愛媛県」8.1％と続き、中四国や近畿圏を中心とした来訪がみられました。一方で、

北海道・東北、九州・沖縄、海外からの来訪は相対的に少ない結果となっています。 

このことから、地理的にアクセスが比較的容易な中四国・近畿圏は既に一定の認知があ

る一方で、距離がある地域や海外においては、情報提供や露出機会が十分に届いていない

可能性が考えられます。今後は、既存の来訪圏に対しては滞在や周遊を促す提案を行いつ

つ、来訪の少ない地域や海外に対しては、地域資源の特徴を整理した上で、効果的な発信

や誘客施策を進めることが必要です。 
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39.2 

21.9 

37.4 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日帰り

宿泊（丸亀市内）

宿泊（市外）

不明・無回答

全体（n=334）

16.2 

3.3 

67.7 

8.4 

1.8 

1.5 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

路線バス

自家用車

レンタカー

タクシー

その他

不明・無回答

全体（n=334）

【宿泊率・滞在時間】 

丸亀市を訪れる観光客のうち、市内に宿泊する人は全体の約 2割にとどまっており、

日帰り観光が約 4割を占めています。 

市外宿泊層を市内宿泊へと誘導する施策の強化や、来訪者全体の滞在時間を延ばす取

り組みが必要です。 

。 

 

 

 

 

 

 

 

【交通手段】 

交通手段については、来訪者の多くが自家用車を利用しており、市内観光において自

家用車が主要な移動手段となっています。 

一方で、公共交通機関やレンタサイクルなど二次交通を利用する来訪者は約 2割にと

どまっていることから、自家用車以外で丸亀市を訪れる来訪者が複数の観光地を巡りや

すくなるよう、アクセス案内や移動手段の選択肢をわかりやすく提示する工夫が求めら

れます。 
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46.4 

11.7 

14.7 

4.2 

1.5 

30.5 

1.8 

11.1 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

丸亀城

中津万象園

うちわミュージアム

猪熊弦一郎現代美術館

広島・本島

NEWレオマワールド

ボートレースまるがめ

その他

不明・無回答

全体（n=334）

【主要訪問地】 

丸亀市内では、丸亀城や NEWレオマワールドは単独訪問の傾向が強く、中津万象園・

うちわミュージアムは位置関係が近いことから市内で組み合わせて訪問される割合が比

較的高い状況です。 

一方で、県内外の移動経路に着目すると、高松・琴 ・父母ヶ浜など周辺地域と組み

合わせた広域的な周遊が見られます。特に「琴 （→（丸亀城」「父母ヶ浜（→（中津万象

園・うちわミュージアム」のように、周辺地域を起点とした流入が一定数確認されてい

ます。 

今後は、市内観光地同士のつながりを明確にし、周辺地域との移動の流れを踏まえた

形で、市内と広域をあわせて巡りやすい観光ルートを示すことが重要です。 
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丸亀城のみ

64%

丸亀城

+
市内観光地

36%

NEWレオマワールドのみ

94%

NEWレオマワールド

+
市内観光地

6%

うちわミュージアムのみ

33%

うちわミュージアム

+
市内観光地

67%

中津万象園のみ

18%

中津万象園

+
市内観光地

82%

［調査地点毎の訪問形態］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[代表的な移動ルート 上位５パターン）] 

 

１. 高松（→（ 丸亀城（→（岡山方面  

（ （ （ （瀬戸大橋経由での県外移動が多く、広域観光ルート上の中継地として丸亀が機能。 

 

２. 父母ヶ浜（→（ 中津万象園・うちわミュージアム（→（ 高松方面 

西讃地域の観光と組み合わせた移動が見られ、丸亀が周遊ルートの一部に位置。 

 

３. 琴 （→（ 丸亀城・市街地（→（ 高松 or 岡山 

金刀比羅宮との連携来訪が多く、讃岐観光の「定番ルート」の一部に位置。 

 

４. 高知・愛媛方面（→（NEW レオマワールド（→（ 関西・岡山方面 

家族・グループ層を中心とした広域レジャー移動が多く、レオマが広域観光の目的地と

して機能。 

 

５.（小豆島・女木島（→（ 丸亀城（→（ 多度津・観音寺方面 

 島しょ部と本土を結ぶルートも一部見られ、海上交通を活かした観光動線形成の可能性。 

丸亀城 NEWレオマワールド 

うちわミュージアム 中津万象園 
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21,322

9,429

6,637

1,380

4,845

3,433

¥0 ¥5,000 ¥10,000 ¥15,000 ¥20,000 ¥25,000

①宿泊費（n=54）

②交通費（n=62）

③飲食代（n=103）

④施設の入場料・体験料等（n=76）

⑤お土産代（n=72）

⑥その他（n=6）

0

5,394

3,730

1,501

3,887

30,000

¥0 ¥10,000 ¥20,000 ¥30,000 ¥40,000

①宿泊費（n=0）

②交通費（n=17）

③飲食代（n=37）

④施設の入場料・体験料等（n=17）

⑤お土産代（n=17）

⑥その他（n=1）

【観光消費額構造】 

全国 均と香川県 均の観光消費額をみると、宿泊旅行では全国は約 8.3 万円、香川県

は約３万円となっており、地域によって支出額に差があることが分かります。また日帰り

旅行では、全国は約 2.5 万円、香川県は約 7千円となっており、香川県では短時間の滞在

が多い傾向がうかがえます。こうした中で、丸亀市の観光客 1 人あたり消費額を宿泊と

日帰りにわけてみると、宿泊旅行では宿泊費が 均 21,322 円と最も大きく、次いで交通

費が 9,429 円、飲食代が 6,637 円となっています。一方、施設の入場料や体験にかかる費

用は 1,380 円にとどまっており、地域ならではの体験を通じた消費は大きく伸びていま

せん。日帰り旅行では、飲食代 3,730 円）とお土産代 3,887円）が中心となっており、

こちらも体験や交流を目的とした支出は多くありません。 

全国や県と比較すると、丸亀市では「宿泊や移動に必要な支出」は一定程度確保されて

いますが、体験に関連する支出が相対的に少ないことが特徴といえます。これは、旅行者

が市内で過ごす時間が短いことや、体験型の観光メニューが十分に選ばれる形で提示さ

れていないことが一因である可能性があります。 

今後、丸亀城や中津万象園、うちわの制作体験、島しょ部の自然環境など、地域にある

多様な資源を体験の形で示していくことにより、旅行者が地域で過ごす時間が増え、飲食

や土産など他の支出にも広がりが生まれていくことが期待できます。滞在時間の延伸と

体験を通じた消費の広がりは、地域内でお金が循環する仕組みづくりにもつながるため、

次期計画における重要な視点となります。 

 

■宿泊あり  均） 

 

 

 

 

 

 

 

■日帰り  均） 
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※ 全国・県との観光消費額比較） 

区分 

 
宿泊費 交通費 飲食代 

施設入場料・

体験料等 
お土産代 その他  均金額 

全国 

［国内 

日帰り］ 

 \8,135 \4,649  \6,224 \6,424 \25,432 

全国 

［国内 

宿泊］ 

\28,969 
\21,337 

 
12,681  \10,551 \9,672 \83,210 

全国 

［国外］ 
\76,743 \24,398 48,907 \10,706 \66,046 \50 \226,850 

香川県 

[日帰り] 
 \2,040 \2,006 \967 \1929 \163 ￥7,105 

香川県 

［宿泊］ 
\12,306 \4,882 \5,646 \1,063 \4,973 \1,074 \29,934 

資料：RESAS、令和６年香川県観光客動態調査報告、観光庁「旅行・観光消費動向調査

2024 年」 
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49.7 34.7 5.7 

1.2 0.3 0.0 0.0 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=334）

大変そう思う そう思う やや思う

どちらともいえない あまり思わない 思わない

全く思わない 不明・無回答

60.7 

46.8 

60.4 

50.0 

67.4 

55.4 

32.2 

39.4 

28.6 

34.6 

19.1 

34.3 

4.7 

4.3 

5.7 

5.9 

0.0 

0.9 

2.0 

9.6 

4.8 

9.6 

1.1 

0.8 

0.3 

0.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①景観や雰囲気（n=298）

②宿泊施設（n=94）

③食事（n=227）

④お土産（n=136）

⑤体験プログラム

（n=89）

⑥総合評価（n=251）

大変満足 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 大変不満

【満足度】 

満足度の総合評価では、「大変満足」「満足」「やや満足」を合わせた『満足計』が約 9

割に達しており、観光地としての印象や食事、体験など、全体的な質の高さが高く評価

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【再来訪意向】 

丸亀市に「また訪れたい」と回答した観光客は、［大変そう思う］［そう思う］の合計

で 8割に達しており、再訪意向は非常に高い傾向にあります。 

この高い満足度を再来訪や口コミによる情報拡散につなげるためには、滞在時間を延

ばす仕掛けとして、体験型コンテンツや市内周遊の仕組みづくりが求められます。 

また、宿泊と体験を組み合わせた旅行商品など、体験価値の深化と情報発信の強化が

今後の重要な施策となります。 
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回答内容 

うどんが美味しいです。 

楽しかったです‼ 

丸亀城メインで来た。 

丸亀城に次は行きたいな。 

食べ物もおいしく、また来たいと思います。 

早く、石垣が元に戻って、また来たい。 

飲食店の数。 

道路整備、他の市よりはきれいだと思いますがもう少し整備の可能性

ありだと思います。 

うどん店の夜営業 

観光 spot少ないかな。観光客 PRもっと進めて下さい。 

マルタスが地元に欲しい。丸亀クエストが楽しかった。 

うちわが可愛い。 

うどん、骨付鳥、最高でした。 

初めてでしたが来られてよかったです。 

案内所の説明が丁寧で助かりました。ありがとうございました。 

イベントをやっていることを広めてください。 

今回はこんぴらがメインでしたが、次回は丸亀に。 

 

【自由回答 一部抜粋）】 
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【自由回答まとめ テキストマイニング）】 

アンケートの自由回答をテキストマイニングで整理すると、丸亀市の観光に対する評価

は概ね好意的であり、特に「うどん」「骨付鳥」「丸亀城」など、地域の象徴的な観光資源

や食文化に関する語が頻出、「マルタス」といった公共施設等も含めた地域資源が総じて

高く評価されており、感情傾向でも好意的な傾向が現れています。 

一方で、「夜営」「道路整備」「PR」「広める」などの意見もあり、観光基盤や回遊性の充

実が求められています。満足度の高さを持続させるための、滞在時間の延伸と多様な体験

機会の創出が今後の課題と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本図は自由回答を形態素解析により分割し、名詞・形容詞・動詞を対象に集計したもの

です。語は出現頻度と共起関係をもとにスコア化し、スコアが高い語を上位から表示して

います。表記ゆれは事前に統一し、同義語は辞書により整理しています。表示の大きさは

スコアに比例します。自動抽出後に目視で確認しています。  

【マイニング結果】 
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71.4 

21.4 

7.1 

0.0 

71.4 

14.3 

7.1 

7.1 

57.1 

35.7 

7.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

とてもよかった

よかった

ふつう

不明・無回答

丸亀城 うどんをたべる 丸亀うちわ作り

全体（n=14）

② 外国人モニターツアー 

項目 内容 

調査対象者 市内在住の訪日外国人 

調査方法 市内の名所・観光施設を訪問・体験 

調査地点 丸亀城・市内うどん店・うちわミュージアム 

調査日 令和７年 8月 24日 

参加者数 14 名 

 

【訪問先別満足度】 

訪問先満足度について、丸亀城、うどん店、うちわミュージアムのいずれの訪問先にお

いても満足度は高い結果となりました。また、評価項目に大きなばらつきは見られず、受

入体制において一定の水準が確保されていることがうかがえます。 
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57.1 

14.3 

7.1 

35.7 

28.6 

14.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

案内表示やパンフレットの多言語対応

公共交通の利便性（バス・鉄道など）

キャッシュレス決済の利用可否

Wi-Fi環境

飲食店や店舗での外国語対応

その他

不明・無回答

全体（n=14）

28.6 

64.3 

71.4 

28.6 

35.7 

21.4 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自然

食べ物

文化

観光施設

体験プログラム

景色

その他

不明・無回答

全体（n=14）

 

【魅力要素】 

外国人モニターツアーの結果では、丸亀市の魅力として「文化」 71.4％）と「食べ

物」 64.3％）が高く挙げられました。特に、丸亀城やうちわづくりといった歴史・ 統

に触れられる体験と、うどんなど地域の食文化は、訪日客にとって印象に残りやすい要

素になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改善要望】 

改善要望としては、「案内表示やパンフレットの多言語対応」 57.1％）や「Wi-Fi 環

境」 35.7％）に関する要望が多く示されました。訪問先での体験自体は高く評価されて

いる一方、情報の受け取り方や過ごし方に関わる環境面に改善余地があることがうかが

えます。 

今後は、案内表示やパンフレットの多言語化、通信環境の整備など、訪日客が不安な

く行動できる基礎的な受入体制を段階的に強化していく必要があります。 
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【今後、丸亀市で体験したい観光メニューやイベント】 

「うどんづくりや寺院参拝などの文化体験」や「食・祭りへの参加」に集中しており、

続いて「自然を楽しむ体験」や「エンターテインメント体験」に対するニーズも見られま

した。具体的な意見として、うどん作り体験、寺院訪問、花火や祭りへの参加、ビーチ・

山での自然体験、ボートレース観戦などが挙げられています。これらから、地域の文化・

自然・食といった資源に触れる体験に対する期待が高いことがわかります。 

今後は、これらの関心に応じた体験型観光プログラムを充実させ、旅行者が地域に「参

加し関わる」体験を提供することで、滞在の深まりや消費の拡大につなげていくことが求

められます。 

意見一覧 

・丸亀の寺院 

・花火 

・ビーチでのアクティビティや、 統的な日本料理店を訪れてみたい。 

・讃岐富士で、タケノコ掘り体験が出来たらいいなと思います。 

・祭りの時に色々な屋台や食べ物があればいいなと思います。 

・新しいイベントを作ったらいいと思います。 

・うどん作り体験もしたいです。 

・かわいいさんぼ 

・うどん作る体験 

・おうどんつくりをしてみたいです 

・チャンスがあったらボートレース丸亀を見にいきたいです。 

・ボートレース丸亀  

  



 

23 

 

回答内容 

・とてもよかった 

・たのしかった 

・すばらしい 

・体験できるメニューが多かったがもっと高いもの（おみやげも）があればよかったです。 

・市営住宅やスポーツ複合施設を建設する。（バスケットボール） 

・たくさん学びました。気に入りました。 

・他の言語（スペイン語）もあるべき。 

・素敵な体験でした。 

・丸亀駅に、レンタル自転車があれば、助かります。 

・祭りのときに、ハラルフードの屋台があればうれしいです。 

・祭りのときに、小さい礼拝堂があれば、うれしいです。 

・祭りのときに、ベジタリアンメニューがあれば、うれしいです。 

・うちわを持って浴衣ファッションショー（男女）。 

・讃岐方言選手権大会。（外国人、県内、県外）（賞品：うちわ、うどん、しょうゆ） 

・説明のときに簡単な言葉や写真を使ったらもっとわかりやすいと思います。 

 

【自由回答 一部抜粋）】 

アンケートの自由回答をテキストマイニングで整理すると、外国人目線でみると「丸亀

駅」や「複合施設」を拠点とした利便性の高い滞在環境と、「ハラルフード」「礼拝堂」

「ベジタリアン対応」など多文化共生への配慮を求めており、感情傾向でもポジティブ感

情とともにネガティブ傾向の割合も高くでています。 

また、「ファッションショー」「スポーツ」「祭り」など地域と交流できる体験型イベン

トへの関心も高く、文化体験と多様性対応を両立したまちづくりが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マイニング結果】 
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※本図は自由回答を形態素解析により分割し、名詞・形容詞（・動詞を対象に集計したもの

です。語は出現頻度と共起関係をもとにスコア化し、スコアが高い語を上位から表示し

ています。表記ゆれは事前に統一し、同義語は辞書により整理しています。表示の大き

さはスコアに比例します。自動抽出後に目視で確認しています。  
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6.4 

27.7 

8.5 

10.6 

25.5 

8.5 

12.8 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

宿泊

飲食

交通

体験

小売

その他

不明・無回答

全体（n=47）

0

5

10

15

20

25

①来客数・利用者数 ②売上客単価 ③売上額（売上高） ④利益（経費を差し引いた収支）

増加（10％以上増） やや増加（5～10％増） 横ばい（±5％程度） やや減少（5～10％減） 減少（10％以上減）

③ 事業所調査 

項目 内容 

調査対象者 市内宿泊業・旅行業・飲食業等事業者 

調査方法 観光協会を通じた案内文によるWEBアンケート調査 

調査日 令和７年 10月 27日～11月 7日 

有効回収数 47 件 11/４暫定値） 

 

【業種】 

回答業種をみると、「飲食」が約3割、「小売」が約 4分の1を占めており、観光客と直接接

点を持つ業種から多く回答が寄せられています。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【過去３年間の施設・店舗 または団体）の経営状況】 

過去３年間の施設・店舗 または団体）の経営状況についてみると、「来客数・利用者数」「売

上客単価」「売上額」「利益」のいずれも「横ばい」が最も多く、次いで「やや増加」が続いてい

ます。コロナ禍後に一定の回復は進んでいるものの、急激な成長には至っていない状況です。 

また、原材料費や人件費の上昇などが収益改善の妨げとなっていることも考えられ、新たな収

益機会の創出や、顧客層の拡大に向けた取り組みが今後の課題といえます。 
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26.1 

10.9 

32.6 

13.0 

39.1 

23.9 

8.7 

13.0 

15.2 

2.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経営支援

新商品・サービス開発支援

販路開拓・情報発信支援（観光PR、共同プロモーションなど）

外国人対応（翻訳・人材派遣など）の支援

施設整備・改修の補助

人材確保・育成に関する支援（研修・マッチングなど）

デジタル化・DX導入支援（予約システム、キャッシュレスなど）

融資・補助金制度の周知・相談窓口

他事業者・団体との連携を促進する支援（マッチング、ネットワークづくり…

その他

不明・無回答

全体（n=47）

58.7 

21.7 

28.3 

23.9 

21.7 

32.6 

50.0 

15.2 

6.6 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

採算性の改善

客単価の向上

付加価値の向上

サービスの充実

外国人対応

施設の老朽化・更新負担

人手不足・後継者不足

デジタル対応予約・決済・発信）

その他

不明・無回答

全体（n=47）

 

【経営上・運営上の課題について】 

  経営上・運営上の課題については、「採算性の改善」や「人手不足・後継者不足」が多く挙げ

られており、収益を安定させながら人材を確保することが課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題克服のために市や関係機関に望むこと】 

課題を克服するために、市や関係機関に望むことについては、「施設整備・改修への

補助」や「販路開拓・情報発信支援」が多く挙げられています。 

老朽化対応などの基盤整備と、販売促進や認知向上に向けた支援が求められており、

資金的支援と発信支援をあわせて行うことが必要です。 
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61.7 

31.9 

53.2 

19.1 

14.9 

27.7 

12.8 

2.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自社サイトやSNSによる情報発信

オンライン予約・決済の導入

キャッシュレス決済

顧客データ・口コミの分析

多言語対応（ウェブ・案内表示）

Wi-Fi環境整備

特に実施していない

その他

不明・無回答

全体（n=47）

19.1 

17.0 

42.6 

21.3 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

一定の対応を行っている

今後対応を強化したい

特に対応は行っていない

対応の予定はない

不明・無回答

全体（n=47）

【デジタル DX）活用について】 

事業者のデジタル活用状況については、「自社サイトや SNS による情報発信」や「キ

ャッシュレス決済」といった基礎的な取り組みが中心となっています。一方で、予約シ

ステムとの連携やデータを活用した経営改善などは十分に進んでいない状況が見られま

す。 

事業者の経営規模にかかわらず、導入負担が少なく、実務に活かせる支援ツールの提

供や、段階的に学べる研修機会の整備など、無理なく取り組める支援が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インバウンドへの対応状況】 

外国人観光客への対応については、「特に対応は行っていない」事業者が最も多く、

次いで「対応の予定はない」という回答が続いており、半数以上が現時点で対応に踏み

出せていない状況です。 

訪日客数が回復しつつある中でも対応が進まない背景には、多言語対応や受入オペレ

ーションに関するノウハウ不足、費用面の負担感などが考えられます。今後は、個別の

事業者任せとするのではなく、共同で活用できる案内ツールの整備や、実践型研修の実

施など、負担を抑えながら段階的に対応力を高める取組が求められます。 
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61.0 

22.0 

46.3 

7.3 

24.4 

19.5 

2.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

言語対応・案内表示の不足

外国人向け情報発信・予約サイトの未整備

スタッフの語学スキル不足

文化・宗教への配慮の難しさ

トラブルや苦情への不安

外国人観光客の消費行動が把握できていない

その他

不明・無回答

全体（n=47）

【外国人観光客 インバウンド）へ対応するうえでの主な課題】 

外国人観光客への対応するうえでの主な課題については、「言語対応・案内表示の不

足」が最も多く挙げられ、ついで「スタッフの語学スキル不足」が続いています。対応

が求められる場面が増える中でも、現場レベルでの多言語対応力が追いついていない状

況がうかがえます。このため、翻訳アプリや多言語表記の整備など負担の少ない手段を

活用しながら、基本的な案内が共有できる仕組みを整えることが必要です。また、個々

の事業者で語学人材を抱えることは難しいケースも多いため、地域全体で人材育成や通

訳サポート体制を進めることが課題です。 
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0

5

10

15

20

25

30

①ごみ削減・リサイクルの推進 ②省エネ・再エネ・節水などの環境配慮 ③プラスチック・食品ロス削減

取り組んでいる 今後取組を検討したい 実施予定なし

0

5

10

15

20

25

①地産地消・地域産品の活用 ②地元人材の雇用・育成 ③高齢者・障がい者など多様な

人の活躍促進

④地域清掃・景観保全

人の活躍促進

取り組んでいる 今後取組を検討したい 実施予定なし

0

5

10

15

20

25

30

①伝統文化・祭り・芸術など地域文化の継

承・発信

②歴史的建築物・文化財などの保全・活用 ③地域の暮らしや風習を活かした体験・交

流づくり

取り組んでいる 今後取組を検討したい 実施予定なし

【持続可能な観光」の実現に向けた「環境面」「地域・社会面」「文化面」での対応状況】 

持続可能な観光に関する取組については、「環境面」ではごみ削減やリサイクルの推進が比較

的進んでおり、「地域・社会面」でも地産地消や地元人材の育成など、事業運営に直結する取組

が一定程度実施されています。 

一方、「文化面」では、 統文化や祭りの継承・発信に関する取組は広がりが限定的であり、

地域らしさを観光に結びつける動きはまだ発展段階といえます。持続可能な観光を進めるため

には、個々の事業者の努力だけでなく、地域全体で価値を共有し、文化や暮らしを守りながら

観光を続けていくための基盤づくりを強化することが求められます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境面 

地域・社会面 

文化面 

 

分野・項目別対応状況 

持続 
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29.8 

21.3 

8.5 

19.1 

29.8 

51.1 

31.9 

6.4 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

歴史・文化資源の活用（丸亀城や城下町の魅力発信など）

海・島の自然・景観を活かした取組（瀬戸内の島しょ・海の体験、…

山・里の自然・景観を活かした取組（飯野山・綾歌三山・里山の体…

伝統工芸・地域ブランドの継承・発信（うちわづくり、地場産業の…

芸術・デザイン・文化発信活動（アート展示、創作体験、まちのデ…

食・グルメ・地元産品の提供・発信（地元食材を活かした商品開発…

祭り・イベント・交流活動（地域行事への参画、にぎわい創出など）

特にない

その他

不明・無回答

全体（n=47）

66.0 

42.6 

29.8 

21.3 

12.8 

21.3 

27.7 

17.0 

4.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

観光PR・発信強化

イベントや地域資源を活かした交流・にぎわい創出

宿泊・体験・飲食など観光関連事業者間の連携促進

人材育成・人手確保・専門家派遣などの支援

デジタル化・DX・データ活用の推進

外国人観光客（インバウンド）への対応・誘致支援

環境配慮・地域文化の継承など持続可能な観光の推進

新企画、商品・サービス開発支援

その他

不明・無回答

全体（n=47）

【事業や団体として、今後力を入れていきたい取組分野】 

事業や団体として今後強化したい取組分野としては、「食や地元産品の提供・発信」がもっ

とも多く、ついで「祭りやイベントなど地域の交流を育てる取組」が挙がっています。地域

食材を活かした商品づくりや発信への意欲が高いことから、食を観光の特徴として育てる余

地が大きいといえます。 

また、にぎわいや交流を生む祭りやイベントへの関心も高く、飲食、特産品、行事を組み

合わせて取り組むことで、観光としての魅力がより広がる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【丸亀市として今後、特に力を入れてほしい観光施策の方向性】 

（事業者や団体が今後、市に特に力を入れてほしい施策としては、「観光 PRや情報発信の強

化」が最も多く、次いで「イベントや地域資源を生かしたにぎわいづくり」が挙がっていま

す。誘客に向けた統一的な発信や、地域としてのわかりやすいメッセージの提示が求められ

ている状況です。 

また、にぎわいづくりに関する要望は、地域内での連携を広げることによって実現可能性

が高まるため、発信と地域内協働の両面をそろえながら、施策の方向性を整理していくこと

が必要と考えられます。 
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（６）現行戦略プランの実施結果の整理 

【戦略１ 滞在型・回遊型観光の促進】 

主な 

成果と課題 

【成果】 

・コロナ禍により体験・イベントは

制限されたが、行動制限緩和後は

体験型プログラムや周遊促進の取

組が再開した。 

・スポーツ大会、芸術祭時の周遊、

体験メニュー造成など、滞在を促

すための基盤形成が進んだ。 

【課題】 

・体験メニューの継続実施と担い手

育成が不十分。 

・滞在時間の延伸と周遊定着に向け

た商品化や予約しやすい仕組みが

必要。 

 

【戦略２ 駅や城周辺を核とした観光インフラの整備推進】 

主な 

成果と課題 

【成果】 

・公共施設における案内看板のリニ

ューアル、Wi-F 環境の整備など

観光客受入のための環境の整備は

一定程度進んだ。 

・コロナ禍の行動制限緩和後にはワ

ーケーションなど新しい滞在形の

試行も行われた。 

【課題】 

・案内サインの統一が十分でない。 

・駅・城を起点とした回遊動線の形

成が必要。 

 

【戦略３ 観光マネジメント組織の構築と推進】 

主な 

成果と課題 

【成果】 

・観光協会が登録DMOとなり、行政・

事業者との連携の場が定着した。 

・地域資源を活かした事業を継続的

に実施し、観光のまちづくりに向

けた基盤づくりを推進した。 

【課題】 

・観光人材と財源の確保が不十分。 

・DMO法人としての組織運営力の

向上が必要。 

 

 

戦略４ 観光マネジメント組織の構築と推進】 

主な 

成果と課題 

【成果】 

・コロナ禍からの国際往来再開後、

海外発信や多言語案内の整備が進

んだ。 

・JSTS-D を通じた持続可能な観光

の視点が導入された。 

【課題】 

・市内における多言語対応看板の拡

充や国際交流事業の強化など、外

国人受入体制の拡充や持続的な情

報発信が必要。 

・JSTS-D の本格実践にあたり、専

門職員の育成が必要。 
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（７）現行戦略プランの評価 

評価指標  基準値）（  

令和元年度（  

 実績値） 

令和６年度 

 目標年度）（  

令和（7（年度 

一人あたり旅行消費

額（ 宿泊なし） 

3,481（円 14,044 円 3,634（円 

一人あたり旅行消費

額（ 宿泊あり） 

16,715（円 38,628 円 17,955（円 

延べ宿泊者数 49.4（万人 55.2 万人 61.5（万人 

来訪者満足度 30.7% 27.4% 36.6% 

リピーター率 37.0% 33.0% 44.1% 

市を訪れた観光客数 294.5（万人 325.3 万人 360（万人 

 

［進捗評価について］ 

現行戦略プランの進捗を見ると、観光客数や宿泊者数の増加により交流人口の拡大が着

実に進んでいます。特に一人あたり旅行消費額は宿泊・日帰りともに大きく上昇し、観光

消費の質が高まっていると考えられます。一方で、来訪者満足度やリピーター率、観光客

数は依然として目標に達しておらず、体験型観光や地域ならではの魅力発信など、満足度

向上と観光客数の増加につながる施策の強化が課題です。 

 

※なお、目標値は新型コロナウイルス感染症の拡大期に設定されたものであり、その後

の社会情勢や観光需要の回復速度は当初想定とは異なる面があります。  
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（８）課題の整理 

本市の観光を取り巻く課題を、次の８つの視点から整理します。 

 

１. 滞在の深まりの不足 

定点調査によれば、市内宿泊率は約2割であり、日帰り来訪が多い状況です。また、観光地の

訪問形態を見ると、丸亀城やNEWレオマワールドは、それぞれが「目的地」として単独で訪問

される傾向が強い一方、中津万象園やうちわミュージアムは施設間の位置関係が近いこともあ

り、市内の他の観光地と組み合わせて訪問される割合が比較的高いという特徴があります。 

これら観光施設毎の組み合わせの幅を広げ、宿泊や体験を含めた過ごし方を旅行者にとって

選びやすい形で提示することで、市内での滞在を深めていくための仕組みづくりが必要です。 

 

２ 離島など未活用の観光資源の存在 

島しょ部には自然、まち並み、文化など体験につながる資源がありますが、定点調査で

は、訪問先として「島」が挙がった回答数は市街地の他の観光地と比較して少ない結果と

なっています。 

市内だけでなく、島しょ部の体験や滞在の魅力をわかりやすく提示し、市街地とあわせ

て周遊できるようにする取組が求められます。 

 

３. インバウンド受入体制の整備 

外国人モニターツアー調査では、参加者から多言語案内や移動手段に関する要望が確認

されています。また、市内の案内表示や移動手段に関する情報は、訪日客にとって理解し

やすい形で十分に整理されていない状況があります。 

特に JR丸亀駅や丸亀城周辺を中心とした、基礎的な受入体制を継続的に整えていくこと

が必要です。 

 

４. 交通利便性の向上 

定点調査によれば、市内観光地間の移動は自家用車利用が中心であり、公共交通や二次

交通 バス、船便、タクシー等）を活用した回遊は限定的となっています。 

自家用車以外の交通手段を選択した来訪者が複数の観光地を巡りやすくするため、移動

手段やアクセス方法をわかりやすく提示する情報提供や、交通手段の連携を図ることが求

められます。 
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５. 地域内経済循環の強化 

事業者調査では、人手不足や採算確保、デジタル活用、販路の確保など、運営面での課

題が多く挙げられました。こうした状況の中では、観光を契機に地元事業者の活動が広が

り、地域内で経済が循環する仕組みが形成されにくい側面があります。 

観光と産業振興が連動して取り組むことで、地域の産品・サービスが選ばれる機会を高

め、地域に利益が還元される状態をめざすことが必要です。 

 

６. インバウンド需要の活用機会の拡大 

訪日旅行は世界的にも回復が進んでおり、瀬戸内エリアにも海外からの来訪が増加して

います。外国人モニターツアーでは、丸亀市の「歴史・城」「食」等への関心が高いことが

確認されており、文化体験や地域の食に触れる観光メニューには発展の余地があります。  

一方で、こうした関心に応じた体験プログラムや受け入れサービスは十分に整備されて

おらず、具体的な商品造成や発信・販売が課題です。 

 今後は、海外市場に対し、地域の特色を踏まえた体験メニューの確立や広域エリアとの

連携による周遊提案などを進め、持続的な訪問・消費につながる誘客戦略を形成していく

必要があります。 

 

７. 来訪者増加に伴う地域受入体制の適正化 

訪日客数は今後も増加が見込まれます。観光によるにぎわいが高まる一方で、地域の生

活環境や観光地での混雑との調和を図る視点が必要です。特に、国内外の旅行者が共に快

適に滞在できる状態を維持することは、観光地としての魅力を保つうえで重要です。 

来訪状況の変化を継続的に把握し、必要に応じて受入方法や運営の工夫を行うことで、

観光と日常生活、国内外の旅行者それぞれが心地よく過ごせる環境を整えていく必要があ

ります。 

 

８. 持続可能な観光に向けた事業者意識の定着 

観光による収益や来訪者の増加を図る一方で、地域の文化や自然を守りながら観光を進

めていく視点が求められます。事業者調査では、持続可能な観光に関する取組や意識のば

らつきも見られ、観光の効果が地域に長く還元される状態をつくるためには、事業者がこ

の考え方を理解し、日々の運営や商品づくりに反映できるよう支援することが必要です。  

持続可能性に関する情報共有や研修、実践例の可視化などを通じて、継続的に共有・改

善していける仕組みを整えることが必要です。  
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（９）次期戦略の方向性 

本プランは、現行計画で築いた観光基盤の成果や課題を踏まえ、観光を地域の誇りと経

済を支える柱としてさらに発展させる段階に位置づけるとともに、次の５つの方向性を重

視して取組を進めます。 

 

１ 滞在型・回遊型観光の推進 

来訪者が市内に滞在しやすく、地域内を回遊できる状況をつくるため、市街地と島しょ

部を含めた観光資源を組み合わせ、体験や交流の機会をわかりやすく提示することで、

滞在の深まりと消費の広がりにつなげていきます。 

 

２ 駅や城周辺を核とした観光インフラの整備推進 

JR丸亀駅と丸亀城は来訪者の受入の起点であり、案内、移動、通信環境などの整備状況

が滞在のしやすさに直結します。はじめて訪れる人でも迷わず移動でき、安心して過ご

せる環境を整備します。 

 

３ 本市観光資源と周辺自治体との相乗効果の発揮 

琴 ・高松・宇多津など周辺地域との周遊に市内資源を組み合わせることで相乗効果を

高めます。また、観光と産業振興を連動させ、地元の食やものづくり、商いと観光が結

びつくことで、地域内で経済効果が循環しやすい構造を整えます。 

 

４ 観光マネジメント組織の構築と推進 

観光に関わる事業者、観光協会、市役所などが情報を共有し、課題に応じて役割を分担

できる体制を整備します。販路開拓や人材の確保、デジタル活用などの支援を通じて、

事業者が継続して活動できる環境を整えるとともに、観光地域づくりを進める調整機能

を強化します。また、観光によるにぎわいと地域の暮らしが調和するよう、地域全体と

して無理のない持続可能な観光地経営を行う視点を共有し、継続的に状況を点検しなが

ら運営します。 

 

５ インバウンド対応の推進 

訪日客の関心が高い分野 歴史・城、食など）を踏まえ、体験メニューや受入サービスを

整えます。海外市場に対しては、対象国・地域や発信内容を明確にし、広域との連携によ

る周遊提案を進めます。受入環境の整備と誘客戦略の形成を段階的に進め、訪日客と国内

旅行者の双方が快適に過ごせる状況を維持します。 
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第３章 基本方針 

（１）基本理念 

「稼ぐ観光」と「参加と共感の観光」の両立を柱に、観光を通じて地域が自立的に成長

し、市民が誇りを持てるまちを実現します。 

観光を“まちの経営”の一部として位置づけ、経済・社会・環境の三側面を統合的に捉

えた持続可能な観光地経営を推進します。 

 

（２）将来像 

歴史と文化が息づき、未来へつながる観光都市・丸亀 

 

丸亀城を中心とした歴史と文化、瀬戸内の自然、うどんやうちわなど地域の産業や食 

文化を次代へ継承しながら、誰もが安心して楽しめる観光地をめざします。 

市民・事業者・来訪者がともに関わり、地域の魅力を磨き続けることで、観光が地域 

の誇りと経済を支える循環型のまちを実現します。 

 

 

 


